
（別紙３）

～ R8年１月３１日

（対象者数） ４名 （回答者数） ４名

～ R8年１月３１日

（対象者数） １４名 （回答者数） １４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・研修内容の共有方法を工夫し、参加者だけでなく全職員に学びが

還元される仕組みづくりを行う

・会議や委員会での検討内容について、実施後の振り返りを確実に

行い、継続的な改善につなげる

・職員が意見を出しやすい環境づくりをさらに推進し、現場の気づ

きを組織的な改善に結びつける

2

・アセスメントの方法を標準化し職員間でのばらつきを減らす工夫

を行う

・支援計画の達成度や効果について、定期的に評価・見直しを行う

仕組みを強化する。

・多職種間での情報共有ツールや記録方法の統一を図り、連携の質

を高める。

3

・関係機関との連携をより密にし、専門的な視点を積極的に支援に

取り入れる。

・保護者への情報発信（活動報告や支援内容の見える化）を強化す

る

・コミュニケーション手段のバリエーションを増やし、利用者一人

ひとりに適した方法をさらに検討する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

アセスメントツールの活用頻度や実施時期を明確化し、継続的に実

施できる体制を整えるとともに、評価指標や記録方法の統一を図

り、支援の根拠をより明確にしていく。

2

感染状況等を踏まえつつ、小規模での交流やオンライン等の方法も

含めて実施方法を検討するとともに、地域機関との連携を強化し、

交流機会の創出に努める。

3

防犯を想定した訓練を計画的に実施するとともに、利用人数が多い

午後や長期休暇中に災害が起きたことを想定した訓練機会を設け

る。また、実施時の周知に関してもSNSやお便りを通じて積極的に

行っていく。

アセスメント・モニタリング評価に関して、アセスメントツールやエ

ビデンスに基づく評価の活用が十分とは言えず、継続的かつ体系的な

評価の実施に課題がある。

日々の支援の中で個別対応は行えているものの、アセスメントツール

を用いた定期的な評価の仕組みが十分に定着していない。また、評価

の頻度や方法に職員間でばらつきがある。

地域交流に関して、保育所や認定こども園等、地域の子どもたちとの

交流機会が十分に確保できていない。

感染症対策等への配慮により、外部との交流機会の設定が難しかった

ことや、地域交流に対する調整が限定的であった。

防災・防犯体制に関して、防災訓練は実施されているものの、防犯に

関する訓練が若干不十分である。訓練の実施時間帯に関し行いやすい

時間帯での実施が多く、結果利用者の人数が少ない時間帯になってし

まっている。

防犯に関する具体的な想定訓練の計画が十分でないことや、利用児が

少ない時間帯（午前中）での訓練実施が中心となってしまっている。

多様な職種によるモニタリングや、嘱託医の健康観察を踏まえた総合

的なアセスメントを実施し、利用者および保護者のニーズを反映した

支援計画の作成に努めている。利用者の嗜好や強みを活かした目標設

定を行うとともに、説明と同意のプロセスも丁寧に行い、納得感のあ

る支援につなげている。

・多職種によるモニタリングや嘱託医の健康観察を含めたアセスメン

トを実施している。さらに利用者や保護者のニーズを定期的に聞き取

り、支援計画に反映している。

・支援者側の都合にならないよう、客観的な視点を持つようにしてい

る。

・利用者の強みや嗜好を活かした支援を行うことを重視している。

関係機関と連携しながら支援の質向上に努めている。加えて、保護者

からの相談には真摯に対応し、寄り添う姿勢を重視している。利用者

支援に関しては非言語的な手段やツールを活用し、一人ひとりに応じ

たコミュニケーション支援を実施している。

・関係機関と連携し、見学や助言を受けて支援に活かしている

・保護者の相談に対しては真摯に向き合い、即答できない場合も含

め、丁寧に対応しようとする意識をもつ

・コミュニケーションカード等のツールを活用したり非言語的なサイ

ンも大切にしながら利用者理解に努めている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員一人ひとりの意識が高く、課題をそのままにせず業務改善に継続

的に取り組んでいる。また、多職種間での意見を尊重し合いながら、

全体会議や各委員会において課題の共有・検討・実行が図られてい

る。さらに、研修やコンサルテーションの機会が確保されており、人

権・倫理を含めた専門性の向上に努めている。

・全体会議や各委員会で課題を共有し、改善策を検討・実行する仕組

みを整えている。

・問題を先送りせず、その都度改善につなげる努力をしている。

・研修やコンサルテーションの機会を設け、継続的に学べる環境を確

保している。その中で人権や倫理を重視した支援を行う意識を高める

事ができている。

○事業所名 ミルキーウェイキッズ

○保護者評価実施期間
R7年１２月１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年１２月１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年３月２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


